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私 の スケッチ ・ブック(29)

　　町のつながりをつくる
ベルリンのスープ ・フェスティバル

国立民族学博物館　教授

　　　　　　森　　明子

■スープ ・フェスティバル

　 2年 ほど前の9月 初旬、ベルリンに滞

在 していた ときのことである。友人にす

すめられてスープ ・フェステ ィバルに行

ってみた。

　場所 は、集合住宅が並ぶW地 区界隈で

ある。見当をつけて行 くと、まず通行止

めの標識が 目に入 った。その先の路上で

は、両側にスタンドが並び、中ほどにテ

ーブル もしつ らえて、人の姿があふれて

いる。ふたつの通 りが交差する付近では

特設ステージも用意 され、パイプ椅子が

並んでいた。

　まずスタンドの列をのぞいてみる。親

しい老婦人が私の姿をみつけて、マグカ

ップとスプーンを私の手にお しつけて き

た。びっ くりしたが、それは彼女か ら私

へのプ レゼ ントで、おい しいスープを食

べなさい、 とい う意味であった。

　この祭 りの主役 はスープで、ず らりと

並んでい るの はス ープ ・スタ ン ドであ

る。腕自慢の料理人が、特製スープを無

料でふるまう。マグカップとスプーンは、

スープを試食するための食器だった。

　 日本なら、プラスチ ックの容器とスプ

ー ンを大量 に用意 して、そのたびに使い

捨 てプラスチ ックが会場 にゴミの山をつ

くりだす ことになるだろう。だがここで

は、各自がマグカップとスプー ンを買っ

て、それ を繰 り返 し使 う。そ してカップ

とスプーンは、明 日か ら自宅の 日常食器

に加わる。せっか く丹精 したスープをい

ただくのであるか ら、おもちゃのような

器で食べるより、 こちらのほうが味わい

もいいと思った。

　 自前の容器は、 もうひとつ別の効果も

もつ。スープを分けて もらったら、 きち

んと最後 までいただかないと、次のスー

プに手を出すことはで きない。少 しだけ

味見 したい人は、よそって もらうときに、

「少 しに して ください」 と頼 めばいい。

スープが替わるたびに食器 を洗 うなどと

いうことは、思い もよらない。スープの

味が多少 まざったところで、それは大 し

た問題ではないか らだ。もともとスープ

は、 さまざまな味がとけあってできるも

のなのだか ら。

　 スープには、 トマ ト味や クリーム味、

フランス風や タイ風 など、工夫がこらし
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ス トリー トは、 人 で あふ れ て い る

てあ って、素材 もズキー二、カボチャ、

レンズマメな ど、さまざまである。スー

プの内容紹介を見なが ら、 どれを味見 し

ようか と物色 して歩いてまわるのは楽 し

いo

　 見知 らぬ人がみな、おそろいのマグカ

ップとスプー ンを手に、スタン ドのあい

だをそぞろ歩いている姿は、ほほえまし

くもある。たまたま目が合った見知 らぬ

人同士が、「これ、おい しいわよ」「どれ

どれ」などと語 り始めたりする。気に入

ったスープのレシピを熱心に尋ねる人も

いれば、それを上 回る熱意をもって料理

法を伝授する人もいる。なかには、自慢

の レシピをあ らか じめ コピー しておい

て、配るグループさえあった。

　ひとつのスタンドは、数人で運営され

ている。料理グループや、有機農業のグ

ループ、また移民の女性たちが故国のス

ープを披露する、というものもあった。

　私がスープめ ぐりをはじめたころ、い

くつかのスープは、残 りわずかというと

ころだった。それで もがんばって5種 類

くらいは味見 し、おなか もいっぱいにな
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っ てきたころ、ステージに人々が

集まって きた。

■フェスティバルの構成

　ステージでは、 まず主催者代表

の挨拶 が あ った。 この人 物 は、

「地区マネージメン ト」 とい う市

の予算 を活用 して、このフェステ

ィバ ルを企画 した。 この予算 は、

ベルリンで貧困や失業問題を抱え

ているい くつかの地区に措置 され

るものである。

　ここで、 フェステ ィバルの行われたW

地 区について説明してお く必要があるだ

ろう。W地 区は、失業者やアルコール依

存者の多い、ベルリンで最 も貧しい地区

のひとつとされている。外国人住民が4

割以上、失業手当や生活保護手当ての受

給者が3割 以上で、いずれもベル リンの

平均 をはるかに上回っている。

　このような社会的疎外要因をはらんだ

地区では、一方で地区住民間のコミュニ

ケーションをはかると同時に、他方で地

区が孤立 してゲ ットー化 しないよう、他

の地区 とのひらかれた関係 を築いてい く

必要がある。

　スープ・フェステ ィバ ルは、その よう

な社会的な要請にこたえるプログラム と

して企画 された。ここで特筆すべ き点は、

このような社会的なプログラムが、行政

主導の政策 としてではなく、住民が主体

になった地域の活動 として展開している

ことである。

　挨拶につづいて、地区住民たちが登壇

した。まず、地区でアイ ドル的といって

もいい有名な老人が、W地 区の歌を作詞



して披露 した。 これに主催者が

曲をつけて、会場 のみなが声 を

合 わせた。 さらに、5歳 か ら10歳

く らいの子供 か らなる ドラム ・

グループが結成 されて、歌 にあ

わせて ドラム演 奏 を披 露 した。

学校生徒 による演劇 の上演 も行

われた。それ らの合 間に、音楽

グループのボラ ンティア演奏が

あ り、会場の人々を楽 しませた。

最後 に、審査委員か らスープ・コ

ンテス トの結果が発表 された。

　 こうしたプログラムの構成 は、

レス トラ ンの スタ ンド。マ グカップ を大量 に用 意 してい る

この フェステ ィバ ルが地 区の ものであ

り、彼 ら自身が楽 しむことを第一の 目的

に していることを示 している。

　その一方で、誰に対 しても区別な くス

ープを供応す ることは、外 に対 して開か

れているフェスティバルの性格 をよくあ

らわしている。スープを大勢の人々にふ

るまうだけでな く、それにコンテス トを

盛 り込んだことによって、フェスティバ

ルは、 きわめて広い範囲の人々に魅力あ

るものになった。それが地域の外に もい

る腕 自慢たちの意欲をか きたて、スープ

の質 を高い ものに設定 したか らである。

　信 頼で きる審査体制 と魅力 ある賞品

が、 コンテス トのレベルを高い ものに設

定 した。審査委員には、 日ごろ地域の問

題に熱心に取 り組んでいる11人 が 選ばれ

た。その顔ぶれは、芸術、教育に携わる

専 門家、 ソシアルワーカー、地元選出の

議員な どで、議員は異 なる政党に属す複

数の議員が、党の活動 としてでな く、個

人の政治家 として参加 した。

　賞品には、複数の部門の優勝者に 「黄

金のスープひ しゃ く」 と旅行や賞金など

が与 えられた。

　このスープ・コンテス トには、200の グ

ループが参加 し、1,000リ ッ トルのスー

プが出されたという。コンテス ト参加者

のスープだけでは、フェスティバルを訪

れる客 に提供す るには足 りない ことが、

あ らか じめ予想 された。地元の レス トラ

ンが フェスティバ ルのスポ ンサーとなっ

て、2,000リ ッ トルのスープを無償で提

供 した。合計3,000リ ッ トルのスープが、

25,000人 の客の舌を潤 した とい う。

　マグカップの頒布 も、 よく考えられて

いた。シンプルなカップとスプーンのセ

ッ トは、会場 のどこで も2ユ ーロ(300

円前 後)で 手 に入れることがで きた。 こ

うした小道具の仕入れや販売にいたるま

で、客の立場 に立った、十分な工夫が な

されていることに感心 した。

　スープ・スタ ンドは、 コンテス ト参加

者が借料 を払 って使 う方式になってい

た。ス タン ドの場所によって、その利用

料は何段階かに分 けてあ り、た とえば人
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特設ステージの前で、音楽に手拍子を送る人々

通 りも多 く条件のよい場所では、40ユ ー

ロ(約6,000円)で あったという。

　 このフェスティバルの企画運営は、資

金調達や人の動員、参加者の意欲を高め

るさまざまな工夫や安全など、多方面に

わたって綿密な配慮 と自由な想像力が生

かされていた。このような企画を支える

人のネッ トワークと、それをとりまとめ

てい くかな り高度な組織力があることを

物語っている。

■フェスティバルの背景

　 スープ・フェスティバルは、ベル リン

で2004年 に はじめて開催 され、2005年 が

2度 目だった。モデルは2001年 に フラ ン

スの小 さな町で行われたスープ祭 りだっ

たという。

　 これをベル リンに導入 しようと考えた

主催者は、「ともに料理 し、無料でスー

プを分 けあうことは、客人接待 と隣人関

係、そして生の楽 しみの象徴だ」という。

実際、 フェステ ィバ ルに参加 した私は、

楽 しくておい しい、満足な気

持ちを味わうことがで きた。

　 この よ うな催 しの タイ プ

は、 日本ではあま りない。そ

の原動力は、 どこにあるのだ

ろうか。

　 た とえば 日本 の祭 りの場

合、都市であろうと村であろ

うと、神社 をとりまく共同体

があ り、氏子たちが毎年の祭

りを守 ってい く。信仰 と伝統

への敬意が前提 としてあ り、

そ れが強 い支 えに なってい

る。だがスープ・フェス テイ

バ ルに、誰 もが敬意をはらう氏子組織の

ような制度があるわけではない。

　私のいまの ところの理解は、 きわめて

積極的な 「社会(福 祉)活 動」が、「地

域おこし運動」 と不可分に結びつ くこと

によって、この独特の活力の源になって

いる、 というものだ。

　具体的には、ステージに登壇す る住民

として、子供、老人、青少年 という異な

る世代が配慮され、そのなかに多 くの移

民 も含 まれていた。 また、 日ごろは路上

に座 り込んでビールを飲んでいる長期失

業者たちが、音楽にあわせて楽 しげにダ

ンスをする、の どかな姿 も見 られた。マ

イノリティとされる人たちがマジョリテ

ィとフェステ ィバルの場 を共有 していた

だけでな く、フェスティバルの中心に近

い場所 を占めていたのである。フェステ

ィバルは、地区の外の人々に地区を発信

することにもなった。

　 日本では、社会福祉 と地域お こしを、

まったく別 もの としてとらえる傾向があ

54　 洗濯の科学(第52巻 　第3号　2007年)



老 人の歌 と子供たちの ドラムの コラボ レーション

るが、 このふたつの運動 は反発 しあうも

のではない。むしろ、ふたつが相補 うこ

とによって、層の厚い活動は、可能にな

る。

　スープ・フェスティバルは、その活動

の主 旨が住民社会 の福 利にあ ると同時

に、イベン トにエンターテインメン ト性

もそなえて成功 していた。

■その後の展開について

　ベルリンのスープ・フェスティバルは、

2006年 と2007年 は 開催されなかった。理

由は、資金面での見通 しがたたなかった

ためである。新 自由主義体制のもとでの、

社会福祉予算の縮小が影響 していること

は想像に難 くない。だが将来 に可能性が

ないわけではない。開催に向けた努力は、

いまもつづけられているという。

　ここで、ベ ルリンの外に 目を転 じてみ

よう。興味深いことに、 フランスの町か

らベル リンに飛び火 したスープ ・フェス

テ ィバルは、ベルリン以外の世界の複数

の都市 にも飛び火 している。

　バルセロナ(ス ペ イン)、 ボ ローニャ

(イ タリア)、 ク ラクフ(ポ ーラ ン ド)、

エ アフル ト(ド イツ)、 そ して中米 のニ

カラグアでも、スープ ・フェスティバ ル

は行われたという。地域住民のあいだの

新 しい人間関係の構築、新 しい共同体の

あ りかたをさぐる模索が、世界のあちこ

ちの都市で行われているようだ。

　最後に"Suppe　 kennt　keine　Grenze"と

い うスープ・フェステ ィバルのキャッチ

フレーズをひこう。「スープに境界なし」

とい う意味である。「境界」が暗に示唆

しているのは、マジョリティとマイノリ

ティのあいだにある排除 という境界であ

る。そのような境界 を越えた人のつなが

りを求めるメッセー ジを、 スープ・フェ

スティバルは発 している。
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